
（別紙５）

ひかり美唄西（児童発達支援）
公表日 2025　年　3　月　31　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 0

・適切だと思います。

・その日の遊びの状況に応じ、ボール遊びを

ホールで２つに分けたり、工作はステージ上

など怪我のないようにしている。

・大１室、小２室あり、利用している点が良

いと思う。

部屋数と広さを活かして、静的、動的な活動

に合わせてスペースを使っている。また、

クールダウンができる部屋も確保している。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
2 4

・職員の配置人数は基準を満たしていると思

いますが、保護者様の要望に沿った支援を行

うとなると足りないと感じる時もあります。

・職員数が不足しているので、目が届かない

部分がある。

・今は職員が少ないため、大変である。

・欠員が続いているが、半年程増員がされて

いない。

適切な配置数を安定的に確保するため、現在

職員の募集を行っている。また、職員の休み

等で職員数が足りない時には、ひかりと連携

を取り送迎にあたっている。さらには、他の

事業所からヘルプを要請する体制も整えてい

る。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

1 5

・子ども達に解りやすいように１日の流れを

ホワイトボードに掲示しています。バリアフ

リーに関しては昔の建物なので十分とは言え

ませんが、必要に応じ使いやすいように改造

している部分もあります。

・所々段差がある。

・床がベコベコでいつ落ちてもおかしくな

い。玄関を含め古い建物なので、バリアフ

リーではない。手洗い場は冬期でも冷たい水

である。

・空間は良いが、対象とする児童に設備や環

境上良いか疑問。

・施設の老朽化が進み、特に床はいつもボコ

ボコしています。

各部屋床の色を変えたり、ホワイトボードを

用いての視覚支援など、わかりやすいように

工夫している。バリアフリーについては、玄

関や部屋と部屋の間に段差があるため、今後

解消の必要性を検討していきたい。床などの

歪みについては、都度補修を依頼するように

している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
3 3

・清掃を毎日する他、消毒もこまめに行うよ

うにしています。また、室温や湿度などにも

気を付け子ども達が心地よく過ごすことがで

きるように気を付けています。

・古いので、ホールの床は動くと下からほこ

りが舞い上がり、毎日掃除機に綿ぼこりが大

量。

・空間は良いが、対象とする児童に設備や環

境上良いか疑問。

送迎後に必ず清掃を行い、整理整頓をするこ

とを心掛けている。また、感染症の対策とし

て物品の消毒の他に換気や加湿も行うように

している。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
6 0

・物音に敏感な児童もいるので、静かな場を

提供したり、パニックになった時にクールダ

ウンをする場として落ち着ける場所として提

供しています。

・ホールの他に部屋が２つあり、状況に合わ

せて使用している。

・必要に応じて使用する部屋がある。

・室に関しては良いと思う。

物音に敏感なこどもには静かな場所を提供し

たり、パニックになった時にはクールダウン

する場所を提供している。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)

に、広く職員が参画しているか。
6 0

・目標設定と振り返りの会議には職員の他に

常勤勤務のパート職員も参加しています。時

間パートの方は会議の参加が難しいですが、

会議録を回覧し必ず目を通してもらうように

しています。

・その日あの時はこうしたら良かったのでは

ないかと思う事は、職員間に伝え、助言が頂

ける。

日々の話し合いの場を設けている以外にも、

事業所会議を行い、子どもに対する支援の方

法などを話し合っている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
5 0

・評価表回収後に保護者様からどのような意

見があったのかを管理者から報告を受け、改

善に努めています。

・改善できている事もあるが、無理な事もあ

ると思う。

・無回答　1

保護者等の意見を真摯に受け止め、職員間で

も話し合い、業務改善につなげている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
6 0

・良い方に改善できると思えば、取り組んで

いると思う。

主に事業所会議において、議題や意見を出し

てもらい、集約した結果を業務改善につなげ

ている。
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9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
1 3

・第三者がどこになるかわからないが、内情

を良く知ってからの評価なのかわからない。

・無回答　2

これまでは第三者による外部評価は行ってい

ない。今後は必要性も含め、検討したい。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
6 0

・職員の質の向上を図るため、施設外研修や

施設内研修に参加ができるようになっていま

す。

・研修内容も色々で学ぶ事が多い。

外部研修の他に、事業所全体の研修や事業所

間研修、分野別の研修など、多種多様な研修

を受ける機会がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 5 1

・今年度中に支援プログラムを作成し、公表

する流れになっています。

・個別支援も職員間で共有している。

今年度中に本社にて一括で支援プログラムを

作成し、公表する予定である。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

5 1

・アセスメントを細かく行い、分析したうえ

で計画を作成しています。

・作成された書類は確認するが、直接は関

わっていない。

アセスメントを細かく行い、分析すると共

に、本人や保護者のニーズを基に職員会議を

開き、個別支援計画を作成している。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 1

・支援計画を立てる際には児発管だけの視点

にならないように評価会議・アセスメント会

議・支援計画原案を基にした会議を開き、検

討を重ねた上で計画を作成しています。

・作成された書類は確認するが、直接は関

わっていない。

支援計画を立てる際には児発管だけの視点に

ならないように評価会議・アセスメント会

議・支援計画原案を基にした会議を開き、検

討を重ねた上で計画を作成している。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
6 0

・子どもに関わる全ての職員が計画内容を把

握し支援を行っています。

・支援計画を立てる際、児発管からは話しや

意見を求められる事がある。

こどもに関わる全ての職員が個別支援計画の

内容を把握しており、計画に沿っているのか

を確認しながら、支援を行っている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

5 1
・全てを確認する事はないが、アセスメント

は確認してはいる。

全事業所共通のアセスメントシートを使用し

ており、日々の行動観察も併せて行ってい

る。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

5 1

・ガイドラインに沿った項目で計画を作成し

ています。

・作成に関わっていない。

ガイドラインに基づいた個別支援計画を作成

し、１つの目標に対して、３つ以上の具体的

な支援内容を設定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5 0

・月に一回レクリエーションにかかわる職員

が集まり活動プログラムを立案しています。

・話し合う時間が取れず、まかせている部分

はある。

・無回答　1

レクリエーションを担当するメンバーでチー

ムを作り、話し合いを行った上で立案をして

いる。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5 0

・体を動かす活動、静的活動をバランスよく

取り入れるようにしています。

・状況に応じてプログラムを変更している。

・色々な物を取り入れるよう考え、苦手とす

る事にも取り組めるよう工夫している。

・個々の実態に配慮したプログラムを考える

が、児発を利用する子供の状況に大きな差が

あり、個別の対応が必要。

・無回答　1

子ども達に様々な経験をしてもらえるよう、

以前の内容を確認して重ならないようにした

り、季節に合ったものを取り入れる等工夫し

ている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
4 1

・子どもの状況に応じ、個別活動と集団活動

をバランスよく組み合わせて計画を作成して

いる。

・作成に関わっていない。

・無回答　1

個別活動と集団活動を組み合わせながら、子

ども一人一人に応じた計画を作成している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

6 0

朝のうち合わせの中で、その日の活動の確認

を行っています。また大きな行事の時には、

全職員がそろう事業所会議で内容を確認して

います。

・打ち合わせは行っている。

朝の打ち合わせで、その日の活動の確認を行

うようにしている。大きい行事を行う際には

当日の確認だけではなく、全体会議の場でも

確認を行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
6 0

・支援終了後だけではなく、空き時間にも支

援の振り返りを行うようにしています。

・気づいた事などは話をし、共有している。

送迎後にその日の振り返りを行うようにして

いる。その他にも、空き時間を使って気が付

いたことを話し合ったりしている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
6 0

・その日のうちに支援記録を記入し、支援の

検証を行い、改善が必要なことは翌日から行

えるようにしています。

・行っている。

支援記録は当日記入するようにし、計画会議

の際の支援の検証や改善に繋げている。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
4 1

・定期的にモニタリングを行い計画の見直し

をしています。

・関わっていない。

・無回答　1

半年に一度保護者と面談をし、評価を基に個

別支援計画の見直しが必要か判断している。
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24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5 1

・児童発達支援管理責任者と管理者が出席し

ています。

・関わっていないのでわからない。

主に児発管が参加し、計画や支援に反映させ

ている。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5 1

・児童が受診する際に病院へ同行させていた

だいたり、事業所での児童の様子を書いたも

のを先生にお渡しし、アドバイスなどをいた

だいています。また、保育所等を訪問し児童

の様子を見させていただくと共に、担当の先

生から話を聞き日々の療育に役立てていま

す。

・幼稚園、保育所など連携している所もあれ

ば、市、学童など横の連携は不十分。

児童が受診する際に病院へ同行したり、事業

所での児童の様子を書いたものを医師にお渡

しし、アドバイス等をいただいている。ま

た、保育所等を訪問し児童の様子を見ると共

に、担当の先生から話を聞き日々の療育に役

立てている。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

5 1

・現在児童発達支援の児童の中に、保育園と

併行利用されている児童がいます。また４月

には幼稚園と当事業所の併行利用をされる予

定の児童もいます。その際には、当事業所で

の支援内容をお伝えし、同じ方向での支援が

行えるようにさせていただいています。

・保育所や幼稚園、支援学校とは情報の共有

はある程度あると思うが、その他は相互理解

とまではないと思う。

・幼稚園の担当者、園長と日常の様子や対応

などを細かく交流し、今後の展望も含めて相

互理解に努めた。

現在も保育所や幼稚園と併行利用しているこ

どもがいるため、電話や訪問等で保育所や幼

稚園と情報交換し、情報共有を行なってい

る。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
6 0

・就学前に学校側の担当者にスタートシート

を基に引継ぎをしています。また、児童が学

校に慣れたころに学校を訪問し、担当の先生

に様子をお聞きしています。

・児発管が参加している。

進学先の小学校等の担当の先生と引き継ぎを

する機会が設けられ、その場で情報共有を

行っている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
2 2

・子育て広場を利用させていただくことはあ

るのですが、その他はありません。

・運動会を見学させてもらう事はあるが、地

域の子どもと交流はない。

・無回答　2

これまで幼稚園等の交流や、地域の他のこど

もと活動する機会がないため、今後検討して

いきたい。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
6 0

・児童を送っていった先で保護者様にその日

の様子をお伝えしています。その会話の中で

出来るようになったことや、これからの課題

について話しています。

・送迎時には当日行った事、気になった事は

伝えている。

個別支援計画の面談以外にも、送迎時や連絡

帳を通して伝えている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

6 0

・当事業所では、保護者に向けての子育て学

習会を行い家族の対応力の向上を図っていま

す。

・保護者学習会・交流会を設けている。

・いつでも話を聞く話せる状況を作っている

し、保護者が参加できるイベントを作ってい

る。

7月と10月に保護者に向けた学習会を開催

し、家族の対応力の向上を図っている。
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35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
4 1

・とても重要なことですので丁寧に説明させ

ていただいています。

・関わっていない。

・無回答　1

契約時に一つ一つ説明を行っている。

31 2 2

・今のところアドバイスを受けるようなこと

は無いのですが、困った時には相談をし助言

をいただきたいと思います。

・わからないがないと思う。

・無回答　2

現在助言は受けていないが、必要なケースが

でてきた際には、こちらから働きかけて助言

を受ける機会を設けていきたい。
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36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

6 0

・子どもや保護者の意向を記入する欄があり

ますので、必ず意向を確認させていただいて

います。

・関わっていないが、話を聞く事があるの

で、尊重し作成していると思う。

こどもや保護者の意向を記入する欄があり、

必ず意向を確認している。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
5 1

・当事業所に来所していただき、計画を見て

いただきながら説明を行い納得された上でサ

インをいただいています。また来所できない

保護者様もいらっしゃるのでその際には訪問

をさせていただき、説明をさせていただいて

います。

・関わっていない。

保護者との面談時に計画を見てもらいながら

説明を行い、同意を得ている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
6 0

・計画作成時の面談だけではなく、送迎時な

どを使って助言などを行っています。

・定期・不定期に必ず困り事などを聞き、面

談する様子は見ている。

連絡帳での相談は、連絡帳や電話で対応して

いる。送迎時の相談については、内容によっ

ては一度事業所に持ち帰り、事業所内で話し

合ってから対応する場合もある。他にも個別

支援計画の面談時に相談を受けることもあ

る。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

6 0

・保護者様の交流する場として、保護者交流

会や親子レク、兄弟を含め参加できるものと

してイージーベースボール・よさこい鑑賞会

などを行っています。

・保護者交流会の他に保護者も参加できる行

事がある。

・保護者が参加する交流の場は年に何回か設

けている。きょうだい同士の交流はない。

7月、8月、9月、10月、12月には、親子レ

ク、イージーベースボール大会、保護者学習

会（2回）、保護者交流会を開催し、保護者交

流の場を設けている。また、イージーベース

ボール大会はきょうだいの参加も認められて

おり、実際に参加している。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

6 0

・保護者様からの相談に関しては、迅速に対

応させていただいています。申入れに関して

はその場で対応できない内容の時には、職員

間で話し合い結果をお伝えさせていただいて

います。

・常に応じられる体制であり、対応している

と感じている。

申し入れがあった場合は真摯に受け止め、で

きるだけ迅速に対応するようにしている。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

6 0

・毎月おたよりを発行し活動の内容をお伝え

しています。また２ヶ月ごとに活動写真をの

せた通信を発行させていただいています。ま

たインスタグラムにも活動の様子をあげさせ

ていただいています。

・毎月アルバムやおたよりを発行し、情報を

発信している。

事業所で過ごす子ども達の姿を保護者の方に

知っていただけるように、毎月のおたよりの

他に、2ヶ月に1回、子ども達の活動の様子を

載せたプリントを発行している。また、2024

年度よりインスタグラムでも活動の様子を紹

介している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 6 0

・個人情報、プライバシーに配慮した対応を

させていただいています。

・注意している。

名前が入っている書類はシュレッダーするよ

うにするなど、職員一人一人が十分注意をす

るようにしている。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
6 0

・伝わりやすい方法を用いて対応させていた

だいています。

・言葉の使い方、選び方は考え、相手に伝わ

りやすくを心がけているつもり。

口頭の説明だけではなく、写真やイラスト等

を使って、子どもや保護者が解りやすい方法

で伝えている。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
2 3

・先日保護者の交流会に地域の方にも声をか

け参加していただいています。

・話には出ているが、計画・実行までには

至っていない。

・ないが来年から取り入れようとしている。

・無回答　1

地域の方にも保護者交流会のご案内をし、参

加していただいている。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

6 0

・事業所では各マニュアルを策定しています

がマニュアルを保護者様には配布はしていま

せん。発生を想定した訓練は行っており、そ

の様子をプリントに載せ保護者様に配布させ

ていただいています。

・訓練までは行っていないが、何かあればこ

うしたらなどの話し合いはある。

事業所内でマニュアルを策定し、それを基に

訓練を行っている。保護者の方には行事予定

表で訓練の日程をお知らせしている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6 0

・当事業所を利用されているお子様全員が訓

練を行えるよう、曜日や時間を変えながら実

施しています。

・実施訓練や動画などで災害についての対

応、対策は行っている（レクで）。

風水害・地震・雪害・火災を想定した訓練を

定期的に実施し、実際に外へ避難したり、災

害非常食のパスタを試食したりもしている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
6 0

・子どもに関わる職員全員が把握していま

す。

・薬の変更なども含め確認し、様子を見る事

がある。

契約時や毎年4月に利用者調査票を記入しても

らったり、アセスメントを行うときに状況を

確認している。情報については、職員間で共

有するようにしている。
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48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 0

・対応をしています。

・現在はいないが、医師の指示書で対応して

いた。

利用者調査票などにより、アレルギーに対し

て保護者からの情報確認がとれている。情報

については、職員間で共有するようにしてい

る。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5 1

・安全な環境が保たれているか、子供を受け

入れる前に確認をさせていただいています。

・外部研修や社内研修に参加している。

・防災、防犯など、また利用者の特性も考

え、安全管理に心掛けている。

安全な環境が保たれているか、こどもを受け

入れる前に確認している。また、事故の再発

防止等について会議で協議し、安全対策を講

じている。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
4 1

・保護者には取組みを周知してもらっている

と思う。

・体調不良やそれに伴う食欲不振時の対応を

その都度詳しく説明し、相互理解に努めてい

る。

・無回答　1

契約時に事故発生時の連絡体制等について、

保護者の方に説明を行っている。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
6 0

・パートさんも参加をする事業所会議で検討

をし、対策を皆で考えています。

・事業所会議にて共有し、再発防止策を考え

ている。

・再発防止策で、こうすれば、こうしたらを

話し合う事ができている。

ヒヤリハット発生の際にはカンファレンスを

行い、それを基に事例集を作成して事業所内

で共有している。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
6 0

・虐待研修した者が、職員とパート職員に対

し伝達研修を行っています。また会社全体の

研修でも虐待研修を行い虐待防止に努めてい

ます。

・外部研修や社内研修に参加し、事業所で伝

達研修を行っている。

・研修会や、個人で調べ学ぶ事もある。

外部の虐待防止研修については、事業所内の

職員が1名以上参加することとされていて、会

社内部全体での虐待研修もあり、機会が確保

されている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

5 0

・意志疎通が難しく自傷行為のあるお子さん

に関しては、保護者の方に十分説明をしたう

えで計画に記載させていただいています。

・命に関わる事が前提で、事前に保護者に了

解を得ての事である。

・オムツ交換時や自傷行為が続く時は、事前

に了承した方法で対応する場合がある。

・無回答　1

身体拘束については、利用者の安全を第一に

考え、職員間で検討し個別支援計画に記載し

ている。保護者の方に了承を得た上で、やむ

を得ない場合に限り行っている。
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